
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年 ６月 １日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：2007～2008   

課題番号：１９７８０１７５ 

研究課題名（和文）個々の経営行動に基づく地域水田農業構造変動予測手法の構築 

研究課題名（英文）The Construction of the Method to Expect a Change in the Agricultural 

Structure of the Paddy Field Area based on Individual Farmer's 

Behavior 

研究代表者 

松本 浩一（MATSUMOTO HIROKAZU） 

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構・中央農業総合研究センター・農業経営研究

チーム・主任研究員 

 研究者番号：１０３５５４７２ 

 
 
研究成果の概要：本研究は、地域水田農業に属する農業者を、年齢に応じて徐々に農業生産か

ら撤退する農業者、米価等の下落傾向を鑑みて農業生産から撤退する農業者、地域水田農業の

中心的な担い手となる農業者の三種類を想定した行動予測モデルを利用し、これらの個々の農

業経営の行動予測結果を積み上げることで地域全体の構造変動を予測するプロトタイプモデル

を構築した。また、そのモデルを用いて将来の経済条件の影響予測等への活用方法を提示した。 
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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農業経済学・農業経済学 
キーワード：農業経済学、農業経営行動、農業構造変動予測、農業経営計画、地域農業 
 
１．研究開始当初の背景 
 市町村行政や農協職員等の農業関係者は、
水田経営所得安定対策（旧；品目横断的経営
安定対策）や米政策改革推進対策などの大き
く転換する農業施策へ主体的な対応を図っ
ていくために、地域の実情を踏まえた将来の
農業ビジョンを定め、その実現に向けた対策
を実施していくことが求められていた。そこ
では、その地域において、今後、どのような
経営が、どの農産物を、どれだけ生産すると
期待されるかという点からみた農業構造を
可能な限り正確に把握していくことが、将来
の各地域での施策の企画・立案を的確に行い、

施策推進に当たって合理的な判断を行って
いくために極めて重要であった。この点で、
地域農業の構造変動を予測する手法を利用
することが極めて有効と言えた。 
 しかし、既存の手法では、担い手が地域農
業においてどれだけの面積シェアを耕作す
るかなど、農業施策の地域農業構造への影響
や、地域農業を維持・発展させるためにどの
ような対策が有効であるかなど、施策のあり
方と関連させた動向予測までは実施できて
おらず、これが検討できる予測手法の確立が
必要であった。 
 



 
２．研究の目的 
 本研究では、農業労働力の高齢化など
の経年変化に伴う農業者の行動を考慮
したマイクロシミュレーション手法に
依拠する一方で、生産物の市場価格の変
動や施策の変更に対する農業者の経営
行動の特徴を組み込んだ数理計画モデ
ルを用いることにより、農地の貸付や作
業委託を希望する農業者と、市場原理及
び施策条件に応じて規模・部門選択を決
定する農業者の両者の行動を考慮した
地域水田農業構造変動予測手法のプロ
トタイプモデルを構築する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 自給的農家や稲作安定兼業農家を対象
に、年齢による農業従事者のリタイアや農業
後継者の転出・転入・結婚などによる農業労
働力の変化に加えて、米価や助成金の水準な
どの経済的な要因の変化に対して、どのよう
な状況下で水田の貸付を行うかという調査
を実施し、その結果に既存研究等の成果も踏
まえながら農業者の行動仮説を設定した。 
 
(2) 設定した農業者の行動仮説に基づき、水
田の出し手と想定される農業者と地域水田
農業の担い手と想定される農業者でそれぞ
れの行動予測モデルを構築した。 
 
①水田の出し手と想定される農業者に対し
ては、(1)の調査結果等を活用しながら、農
業従事日数や中止、後継者の就農等の規模
別・年齢別の発生確率を設定した上で、マイ
クロシミュレーション手法による農業労働
力の推計から作業可能面積を導出する予測
モデルを構築した。 
 
②米価等の経済的な要因に対応した離農を
選択する農業者の行動も反映させるために、
上記①の発生確率に加えて、米価水準等の動
向に伴う離農の発生確率も設定したマイク
ロシミュレーション手法を基軸とした予測
モデルも構築した。 
 
③地域水田農業の担い手と想定される農業
者に対しては、その経営実態調査によって部
門別の収支実態や農作業実態データを収集
し、その調査結果に基づいて、線形計画法に
よる経営モデルを構築した。 
 
(3) 上記(2)で構築した具体的な３つの行動
予測モデルを用いて、それぞれの行動仮説に
属する農業者ごとの予測を実施し、その結果
を積み上げる方法で対象となる地域水田農
業の構造変動予測を実施した。この際、数年

前のデータを用いて現状をシミュレートす
ることで、予測値と現状の実績値との適合性
を検証することで、構築した手法の実用性も
検討した。 
 
(4) 水田経営所得安定対策や米政策改革推
進対策などの施策に関するシナリオを設定
し、そのシナリオに伴う地域水田農業の構造
変動のシミュレーション結果から、そのよう
な施策が及ぼす地域水田農業への影響を示
すことで、本予測手法による結果を活用する
ための方法を検討した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 農業者の行動仮説は、第一に、経営面積
の拡大志向を持たず、年齢に応じて徐々に農
業生産からの撤退行動をとる農業者（「自然
撤退型」）、第二に、米価等の下落傾向を鑑み
て農業生産からの撤退行動をとる農業者
（「米価依存型」）、第三に、農業所得の最大
化を目指して合理的な農業生産を図り、また
地域水田農業において中心的な担い手とな
る農業者（「担い手型」）の三つを想定し、そ
れぞれ経営拡大志向や耕作面積の決定など
の各種の状況に対して表１で示した行動を

自然撤退型 米価依存型 担い手型

経営の拡大志向 あり

経年に伴う行動
(死亡,他出,結婚)

農業従事日数の変
更

経営主交代の発生

経営主の交代方法

雇用労働力

耕作面積の決定 農業従事日数の状
況に応じて決定

農業従事日数の状
況に応じて決定。
ただし，米価等の
状況に応じて離農

農業所得の最大化
を目指して，価格
や労働力条件に応
じて合理的に決定

農業所得の動向に
伴う生産中止

無視 赤字が数年継続す
ると中止

米価下落傾向に伴
う生産中止

無視 期待米価の減少率
に応じて中止

水稲の生産

転作物の生産 麦・大豆

不耕作地の引受 均等配分

不耕作地 不耕作

それのみで中止判
断はしないが，合
理的な選択結果か
ら可能性もある

自作

しないor受託

しない

貸付

表1　農業者の行動仮説

なし

確率的に発生 明示的には発生さ
せないが，発生した
としても，労働力条
件を常に一定に維
持するものと仮定
し，必要に応じて雇
用労働力も導入す
る

確率的に発生

経営主の死亡あるいは従事日数0日で
発生

同居後継者，同居世帯員，他出後継者
の順に決定し，決まらなければ離農

×

とると仮定した。 

説別に以下のようなモデル
構築した。 

ション手法を適用し

 
(2) 表１の農業者の行動仮説に基づいた行
動予測モデルを構築するとともに、それらの
個々の農業経営の予測結果から地域農業全
体を予測するモデルを構築した。具体的には、
農業者の行動仮
を
 
①地域水田農業構造において農地の出し手
と想定される「自然撤退型」と「米価依存型」
に属する農業経営の農業労働力の推計には、
マイクロしシミュレー



たモデルとした。 

レー

ョン手法によるモデルに追加した。 

上限面積制約とする
測モデルとした。 

田農業構
変動を予測するモデルとした。 

傾向を表現することが可能と
なった。 

に対する対応の検
討へ活用が期待できる。 

する仕組みを構築していく予

 
②特に「米価依存型」については、米経済の
影響を農業者の行動に反映させるため、期待
米価（過去５カ年の平均値）と離農率の関係
を検討することで、規模階層別に米価水準の
下落に応じて離農率高まる反応モデルを構
築し（図１）、上記①のマイクロシミュ

シ
 
③地域水田農業構造において農地の主な受
け手と想定される「担い手型」は、農業所得
の最大化を目的とする線形計画法を適用し
てモデルを構築し、自然撤退型と米価依存型
の不作付け地を借地の
予
 
④以上のモデルを用いて推計される行動仮

説群ごとの予測結果をさらに地域全体とし
て積み上げ集計することで、地域水
造
 
(3) 具体的なデータを用いて構築したモデ
ルの現実適合性を検証すると、マイクロシ
ミュレーション手法による「自然撤退型」と
「米価依存型」の予測結果には、若干の誤差
も生じていた。しかし、「米価依存型」に対
して米価水準等に対する行動過程を付加さ
せることで、付加させない時に減少しなかっ
た農家数が減少する結果をもたらし、現実の
農家の減少
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図1 米価水準に対する農家の減少率
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注：1) 凡例の （ ） 内の数値はその階層の離農確率（米価が１％変化した場合の農家の変

化率）である。

2) 便宜上、米価が１万5,000円を起点に1,000円づつ下落した場合を示している。例え

ば、米価水準が１万4,000円の場合の米価の減少率は6.7％であり，これに対する農家

の減少率を示している。同様に米価水準8,000円とは、米価の減少率が12.5％の時を示

している。
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図3 「米価依存型」の予測結果

経営面積 ｢自然撤退型｣との差 貸付面積 農家数(米価依存) 農家数(自然撤退) 農家数(実績)

注：1) 耕作面積と貸付面積の合計値は常に一定の29.8haである．

2) 「「自然撤退型」との差」と「貸付面積」の合計が「米価依存型」の貸付面積の予測値である．

 
(4) 地域水田農業全体の予測結果を実施す
ることで、地域農業構造として担い手数、作
物別の作付面積、不耕作面積、担い手の集積
面積等が予測可能となる。また、米価などの
将来の与件変化に関するシナリオ分析を組
み合わせることで、図３で示したような予測
が可能となり、それらが地域水田農業構造へ
与える影響の分析や、それ

図2 地域水田農業構造動向予測手法の全体構成
注：「自然撤退型」と「米価依存型」に属する農家個々の経営面積（水田）の推計には，モンテカ

　ルロ法を用いている．

【自然撤退型】 【米価依存型】

【担い手型】

経営面積（水田）の推計

行動群全体の集計

人口学的な変動過程

農業従事の変動過程

経営主の交代処理

農業労働力の推計

線形計画
モデルの作成

借地上限面積の
制約量の追加

線形計画モデルの

シミュレーショ ンの実施
行動群全体の集計

非経営面積（水田）の合計

地域全体の集計

それぞのの「行動群全体の集計」から導出

米経済の影響

経営面積（水田）の推計

行動群全体の集計

人口学的な変動過程

農業従事の変動過程

経営主の交代処理

農業労働力の推計

図3　米価の下落による地域水田農業への影響
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(5) 本研究で構築した構造変動手法を利用
するには、各種の専門的な知識が必要なため、
誰もが容易に利用できる手法とは言い難い。
そのため、今後は、必要なデータの設定と簡
便な操作のみよって所定のシミュレーショ
ン結果を導出



定である。 

①
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